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　武蔵野台地の地形については，貝塚（1964）をはじめ多くの研究があり，淀橋台に代表される下末吉面

（S面），M1面，M2面，中台面に代表されるM3面に大きく区分されてきた．最近，遠藤ほか（2018）はこ

の区分を再検討し，もともとの扇状地面を小平面（M1a；植木・酒井，2007）とし，さらにM2面として仙川

面，石神井面等を分け，さらにM3面として中台面以外に十条面等を設定した． 

　この武蔵野台地は多摩川の作った扇状地であることが知られているが，武蔵野台地北東端に位置する赤羽台

及び本郷台の一部は扇状地の先端部にしては極めて平坦で特異である．貝塚（1964）はこの特異性につい

て，赤羽台及び本郷台は入間川か荒川のような南東に流れた河川の氾濫原ないし三角州ではないかと述べてい

る．杉原ほか（1972）では赤羽台北西端崖周辺での露頭調査及びボーリング柱状図により，東京層の上面に

起伏を持ち，関東ローム層と東京層の間に認められる礫を含む砂よりなる赤羽砂層の層厚に変化があることが

報告されている． 

　赤羽台及び本郷台を含む武蔵野台地北東部はM2面とされてきたが，国土地理院の5mDEMに基づき作成した

RCMap（杉中ほか，本大会），さらに陰影起伏図等を用いた地形解析を行ったところ，従来の考え方とは異な

る地形発達が想定されることが分かった． 

　明らかになった地形面としては，本郷台の中にとり残された淀橋台相当の残丘（S面），神田川沿いに西か

ら東に延びる扇状地面を発達させるM1面，石神井川沿いに西から東に延びるM2面（a，bに細分），赤羽台か

ら上野につながるM2面，本郷台と赤羽～上野の狭い台地に挟まれたM3面，石神井川が谷田川に沿って流れて

いた時代の沖積面などである． 

　平坦な地形で特徴づけられてきた赤羽台をRCMap等で微地形判読を行ったところ，蛇行する流路と微高地に

分けられる（流路の面を十条面と呼ぶ）．また，王子から不忍池の間では谷田川の低地の両岸に十条面を追跡

することができ，根津や東大病院の建つ面と対比することができる．東大構内については阪口（1990）で検

討がなされており，病院面はM2面とされていた本郷台よりも低い面で，M3面に相当するものと示唆されてい

る． 

　この十条面を横断するように赤羽台の地質断面図を多数作成し、検討を行ったところ，十条面を挟む微高地

を成すM2面構成層とは不連続な谷地形であることがわかった．この十条面は比較的薄いローム層で覆わ

れ，礫層・礫混じり砂層を主体に構成される．さらに王子から不忍池にかけても同様に検討を行ったとこ

ろ，同様に谷地形が確認された． 

　このように赤羽～王子～根津を結ぶ谷はMIS4と考えられてきたM3面の化石谷であるといえる．この谷を秋

葉原方面へ沖積低地地下に追うと，総武線付近で-5m前後に谷地形と礫層が確認される．この谷地形は東京層

を穿つもので薄い礫層を伴い，その上部は縄文海進時の波食の効果で削られている． 

　この化石谷は幅300ｍ程度と狭く，荒川が流下したというより入間川規模の河川の流下が考えやすい．しか

しながら、上流部は縄文海進時などにおいて侵食されてしまっている． 
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